
 

 

 

 

 

 

  Ｆｉｂｅｒ状態の高速測定 
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概要 

 圧延材などでは、ＮＤ方向とＲＤ方向に対する方位解析が行われるが、ＮＤ方向に垂直な方向が 

   ｒａｎｄｏｍ状態では、極点図のβ回転方向は均一と考えられる。 

   極点測定では、均一のβ方向を測定する必要があるが、Ｆｉｂｅｒ状態と考えた場合、 

   １／４対称で測定する場合、β方向には０－＞９０度の測定が行われる。 

   更にＦｉｂｅｒ状態では、β方向に２Ｓｔｅｐ（０－＞５）測定すれば良い 

   ０－＞９０度で測定した場合、 

  ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２ソフトウエアで９０－＞３６０領域を１／４対称で 

  Ｃｒｅａｔｅします。 

        ０－＞３６０線領域を同一にするには、 

   ＰＦｔｏＯＤＦ３ソフトウエアでｆｕｌｌ－＞Ｆｉｂｅｒ変換します。 

   ０－＞５度を測定した場合、 

  ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２ソフトウエアで０－＞３６０領域を平均値で 

  Ｃｒｅａｔｅします。 

 

   Ｆｉｂｅｒを扱う場合、バックグランドの平滑性が重要である事も説明します。 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



測定されたデータ 

  

０－＞５領域の平均値を０－＞３６０全領域とする 

  バックグランド削除、ｄｅｆｏｃｕｓ補正、規格化を行う。 計算 

  

 

 

α １５－＞９０ 

β ０－＞５ 

このβ領域の拡張は測定データにより機能が変わる。 

β領域が 

９０度以下の場合、Ｆｉｂｅｒとして拡張 

９０－＞１７９の場合、１／４対称 

１８０－＞３５９の場合、１／２対称 



ＰＦｔｏＯＤＦ３ソフトウエアで０－＞３６０データのＦｉｂｅｒ化 

ODFPoleFigure2 ソフトウエアから PFtoODF3ソフトウエアへ 

  

 ０－＞３６０領域の平均値をβ全域に（Ｆｉｂｅｒ化） 

 

 

 ＯＤＦソフトウエアに渡すデータを 

  Ｈａｌｆ 左右対称操作 

  Ｑｕａｔｅｒ １／４対称操作 

  ＦＩｂｅｒ 全域平均値 

 

 

 

 

 

 

 



Ｆｉｂｅｒの場合、バックグランドの平滑性が重要 

 

 α＝７５度のバックグランド凸凹により新たにＦｉｂｅｒが出現します。 

 

  バックグランドの凸凹により、新しいＦｉｂｅｒが計算されてしまいます。 

  このような場合、バックグランドの修正が必要になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



バックグランドの修正 

  

 ODFPOleFigure2->TooKit->SoftWare->Page(Next)->PoleBackgroundEditor 

  

 

 

バックグランドデータを直接編集する 

 

 

 

 

 

 

 

 



バックグランドをＥｘｃｅｌで修正する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２ソフトウエアでバックグランドｄｅｆｏｃｕｓ補正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



弱いＦｉｂｅｒには注意が必要 

 弱いＦｉｂｅｒは強いＦｉｂｅｒに隠される（α=75度） 

 PoleFigureProfileでα方向 Profileの確認が重要です。 

 Step=500    PoleFigureProfileでα方向 Profileを表示 

  

 Step=400    Step=300 

  

 Step=200    Step=100 

  

 Step=500と 100では確認出来ません。 

 


